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◆◆ 山梨町長様からの卒業生に向けての「お祝いの言葉」を頂きました。 ◆◆

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
皆さんの立派になった横顔を見て、成長を感じられる事は、私たちにとってかけがえのない葉山の
希望と感動をいただける時です。今日は大切な皆さんの卒業式に出席ができず、とても残念ですが、
文書にて心からお祝いを申し上げます。
さて、皆さんが五年生となった令和二年、新型コロナウィルス感染症によって世界中がとても大変
なことになりました。いまもってその脅威は続いています。しかし、これまでも人類はペスト、天然
痘、結核など、あらゆる感染症の脅威を克服してきました。コロナウイルスも必ず克服します。将来、
あのときは辛かったなと、全てが思い出に必ず変わります。そして、今日の卒業式、小学校で過ごし
た日々、友人たちとの時間、すべてが大切な経験として、人生の宝物としてこれから活きてくること
でしょう。
さて、中学校でのスタートは一年生から始まります。しかしそれは六年前の一年生とは全く違った
スタートです。ますます体も大きくなり、学ぶ世界もはるかに広くなり、知識や経験を使って自分で
判断することが増え、今まで以上に、心や身体、つまり自分自身の成長を感じることでしょう。そし
てそれによって、楽しいことも多くなりますが、当然、迷い、悩むことも増えます。しかしそれは、
友達もみんなが通る道で、私もそうでした。これからも、同じ時を過ごした友達や家族を大切に、困
った時は助け合い、励ましあい、そしてどんな困難にも、自分を大切に、たくさんの思い出を築いて
いってください。
葉山は海と山の自然に包まれた素晴らしい町です。御用邸の町、別荘の町として多くの人に愛され
てきました。この素晴らしい町で暮らす、素晴らしい人たち、地域の皆様や先生方もいつもそばにい
ることを信じ、素敵な中学生になってください。
保護者の皆様には、何かと多感な時期、心を砕き、御苦労も多いことと存じます。無事にこの日を
迎えられましたことを敬服の念を込めて心よりお祝い申し上げ、私の祝辞にかえさせていただきます。
長柄小学校卒業生、九二人の輝かしい未来に大いなる栄光あれ。ご卒業おめでとうございます。

令和四年三月十八日

葉山町長 山梨崇仁
◆◆ 私からはこんな言葉を贈りました。（式が終わってから読んで下さいね。） ◆◆

保護者の皆様、お子様のご卒業おめでとうございます。保護者の皆様からお預かりしておりましたお子様を、
今日をもってお返しいたします。

卒業生が作り上げた長柄小学校は、さよなら会の記事でお伝えたとおり、優しい素敵な空間でした。この卒業

生だからこそ作れた空間だったと思っています。一人ひとりが、様々な成功体験やほろ苦い経験を通し、仲間と
共に生きる大切さや、他者への優しさのあり方などを習得し、一人前に育ってくれました。ひとえに、卒業生を

支えてくださった保護者の皆様のご協力のおかげであります。ここに改めて感謝申し上げます。ここからは背中

を向けての話となりますことをご了承下さい。

さて、卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。私から、最後のメッセージを伝えたいと思います。

学校だよりのタイトル「道標ない旅」に関わるお話しです。
コロナ禍という特殊な環境下での、みなさんの経験は、平坦な道を何の問題や障害もなく通ってきた時には分

からない、むしろ自分が生きていく上で大切な気付きを経験してきたと、先生は思います。時代は大きく変わり、

君たちは人工知能ＡＩと生きていく世代になりました。新しいＡＩ時代が幕を開けたのです。そこでは、きっと
コロナ禍に対応してきた経験が活かされていくと信じます。しかしそれだけでなく、皆さんは、これからの人生

での判断において、必ずや、道標もなく、アドバイスもない分かれ道に出くわすはずです。そのときこそ、自分

自身で道標の指し示す方向を思い描き、自分の責任で人生を決めていかなければならないのです。それは本当の
意味の自立であり、この時代に、大人になったという証なのです。

道標
自分も人も大切に
～思いやり
・チャレンジ

・しなやかな心～

長柄小学校学校だより



長柄小学校学校だより

でも、きっと道中はひとりぼっちではないことでしょう。「自分の人も大切に 思いやり チャレンジ しな

やかな心」の目標の下で育ってきた皆さんのまわりには、あなた方の優しさが引き寄せた、信頼できる仲間がい

ることと信じます。世界は急に紛争･戦争といった大きな課題を突きつけられました。この予測できない時代を
乗り越える手段は、まわりの人と協働しながら課題に立ち向かい、解決していく能力だと言われています。

そして、能力以上に大切なことが、さよなら会の時にも話しましたが、共に生きること、「自分も人も大切に」

したことで、得られた幸せな時間や、その素晴らしさを知っていて、大切にしようと願える、豊かな生き方を経
験し、その大切さを世界に発信し続けられる、そんな皆さんの経験値自体が、とても重要な財産なのだと思って

います。

今皆さんはとても立派な姿勢でこのお話を受け止めてくれています。その姿は予行演習を見学した新六年生に
もきちんと伝わっていると思います。良い伝統をつないでくれてありがとう。

皆さんの素晴らしさを引き継いで頑張ろうとしている、長柄小学校の後輩もやがて皆さんを追いかけて中学校

に進学します。その時に、学年を越えた、より強い絆を作り上げて、これからの時代の波に打ち勝てる、強くて
素敵な葉山の若者達になってくださることを心より期待します。みなさんが卒業した後もずっと、この長柄地区

全体が、住みやすく、愛していける郷土として続いていくことを心から祈ります。

皆さんの一層の成長、そしてご活躍を祈っています。卒業おめでとうございます。

◆◆ お祝いは沢山聞いていると思うので、記念となる話題を提供しましょう。････給食献立作りより ◆◆

みんながワクワク＆ドキドキしてくれるようなメニューの開発に挑

んだ６年生の各クラス。
６年１組の考案メニュー ココアの揚げパンが印象的な給食でした

ね。校長先生は検食（昔風にいえばお毒味役）するので、デザート

が二つきていました。ムフフフ・・・（２月１８日）

６年２組は、エビフライ

２つという構成を武器に
勝負をかけてくれました。

またまたデザート２つ、

本来チョコクレープを注
文していましたが、先生

的にはミカンの方がおい

しくて意外でした。
（２月２８日）

締めは３組の「ルービックキューブ定食」名前の由来は？でしたが、
チャーハンがおいしくてたまりませんでした。スープも大変マッチ

していてファイナルにふさわしいメニューでした。

（３月８日）

◇◇ 南郷中学校吹奏楽部 定期演奏会のお知らせ ◇◇

卒業式前日、１０名ほどでしょうか卒業アルバムにサインを求めてく

る卒業生に、「進学先は？部活は何をやるの？」と質問しながら、サイ
ンに応じました。バスケ・野球・バドミントン・科学・美術・・・・・

いろんな部活が返事になって返ってきましたが、「吹奏楽部」と答える

児童も男女それぞれいました。
標記の定期演奏会は、コロナ禍にあってなかなか出来なかったことが

ようやく叶う、中学生にとってかけがえのない演奏会だと思います。オ

ミクロン株の感染拡大がようやく収まってきて、まん延防止措置の延長
もなくなり、ようやくの追い風といったところでしょう。

開催日時・場所は、３月２１日（月・祝） 開場１２時３０分 開演

１３時 葉山町福祉文化会館 です。
入場制限はないようですが、健康チェック票の提出は必須です。事前に

書いておくとスムーズだと思いますよ。

経験からいえば、素敵な演奏会になるし、感動を覚えること間違いな
いと思います。おすすめですよ！

健康チェック票がほしい人は、忘れずに今日中に校長先生から受け取

って帰って下さい。


